令和７年度　北都留支部大月市学校運営研究会

課題別研究会　第４課題「施設・設備及び事務に関する課題」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北都留支部
研究テーマ・サブテーマ
	防災拠点としての学校づくりを目指して
～災害時に対応できる防災体制について考える～


Ⅰ　研究のねらい
近年，予想外の地震や豪雨が日本各地で頻発し，大きな被害を及ぼしており，昨年の元日に発生した能登半島地震をはじめ，各地で台風や大雨による被害が相次いでいる。大月市では，山梨県知事に指定された土砂災害の恐れのある土砂災害危険箇所が５７０箇所あり，土砂災害防止法により指定された土砂災害警戒区域及び特別警戒区域は８５２箇所にのぼる。市内小学校５校，中学校２校も，立地条件などにより想定される災害の種類は異なるものの，全ての学校が市から災害時の避難所として指定されている。
各校においては「山梨県学校防災指針」のもと，各学校の立地条件や地域の実情にあわせて学校危機管理マニュアル等の見直しを行い，自然災害の発生に備えて取り組んでいる。しかし現時点では，災害時の学校と行政，地域との連携体制が明確になっておらず，連携するための具体的な方法について検討していく必要がある。併せて，学校が防災拠点としての役割を果たしていくための，施設設備の整備，運用等，防災体制を整えていく必要もある。
このような課題に，教頭としてどのように関わり，問題解決に取り組むかについて，３年間継続して研究を進めてきた。
Ⅱ　研究の計画
１　１年次（令和５年度）

　◎防災拠点として役割を果たすための施設設備の整備について考える。
◎災害時における学校施設の運用や地域・行政との連携について考える。
◎ 防災体制や防災教育について情報を交換し課題を明らかにするとともに，各種マニュアルの見直しをする。
２　２年次（令和６年度）

　◎防災拠点として役割を果たすための施設設備の整備について考える。
◎災害時における学校施設の運用や地域・行政との連携について考える。
◎防災体制や防災教育について情報を交換し課題を明らかにするとともに，タイムラインの作成及び各種マニュアルの見直しをする。
　

３　３年次（令和７年度）
◎施設設備の状況，防災機能向上に向けての課題や方策について考える。
　 ◎避難所の開設時における行政との連携について考える。
◎防災体制や防災教育について情報を交換し課題を明らかにするとともに，タイムラインを作成する。 
◎研究のまとめ
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Ⅲ　研究の概要
ⅰ) 地域との連携・施設設備について（実践報告から）
初狩小学校
１　はじめに
　本校では，学校主催の「地域防災会議」を開催している。本校は災害時の避難所に指定されており，学校独自で作成した避難所運営マニュアルがあったが，混乱を避けるため市のマニュアルに準ずることとし，学校は運営に協力する立場であることを確認した。
２　本校の避難所開設・運営マニュアルの改訂
〇災害時においては地域の自主防災組織が優先して動くため，本校の避難所運営マニュアルの組織で動くことは現実的に無理がある。避難所の開設・運営については，行政が主体になるべきであり，地域の組織の中に学校の役割を位置づけて支援していくことが望ましい。
〇以上のことから，市のマニュアルに準ずることを確認し，本校独自のマニュアルを改訂した。
３　避難訓練の実施
　年間計画に則り，訓練を実施している。本校は土砂災害警戒区域に所在するため，昨年度より垂直避難の訓練を行っている。校庭に避難する際には約束を守って行動できる児童も，３階への非難を行う際にはおしゃべりをしたり，階段で見守る教員に笑顔を向け手を振ったりするなど，真剣さに欠ける部分があった。慣れない形態ゆえかもしれないが，災害の恐ろしさを折に触れて伝える等して，より真剣に訓練に臨むことができるようにしていく必要があると感じた。
　予測なしの訓練や，火災避難訓練，消火訓練についても計画的に実施していく。
４　成果
本校では，学校主催の「地域防災会議」を開催している。本校は災害時の避難所に指定されており，学校独自で作成した避難所運営マニュアルがあったが，混乱を避けるため市のマニュアルに準ずることとし，学校は運営に協力する立場であることを確認した。　
５　今後の課題

〇避難所マニュアルを実効性のあるものにするためには行政が中心となり，地域・学校・行政の役割を明確にした避難所マニュアルを作成，共有していく必要がある。

〇学校は施設管理者として，災害時の施設開放について明示し，平常時より情報提供する必要がある。特に学校として運営にどこまで関わるのかを確認しておきたい。
鳥沢小学校
鳥沢小学校の防災設備施設について，ＰＴＡや子どもたちの目を通して，確認している。設備については老朽化も進んでいて，様々な点において不安があり，大月市の教育委員会や大月消防署等関係機関と連携しつつ，改善を順次行っている。学校の現状を知ってもらう良い機会であるが，すぐに対応できない部分があり，不安も残る。保護者も含めて改善を依頼している。
1 防災避難所としての機能と，災害時の対応研究
　２０１４年の大雪の際に，ＪＲは運行できず，鳥沢駅にも電車が停車し，乗客が取り残された。富浜公民館や鳥沢小学校の体育館が臨時の避難場所になったようであるが，災害時には本校の体育館も避難場所に指定されている。市の防災課の方々と連携し，学校避難場所の運営マニュアル等の見直しを行っている。実際に地域住民の意見も聞きつつ，学校では災害時のどのような対応が必要か，地域に職員がいる場合は良いが，実際に学校にこられない時にはどのように対応するのか，考える機会となった。マニュアルについても気候・天候により対応が異なる。本校体育館には冷暖房の設備がなく，暑さ寒さの対応も考え，シミュレートしておく必要を感じた。地域住民への啓発も行うことの大切さを感じた。
2 保護者・地域と共に行う防災時避難実践訓練の実施
　土日を使って，児童・保護者・教職員・地域の方から参加希望を募り，校庭を使って，防災学習，キャンプ体験及び訓練を行った。
１日目は，命を守る「３」という話で，生きるための「衣・食・住」の３。３分，３時間，３日，３週間はそれぞれ，呼吸，体温保持，水，食料など，「３」を意識した命のつなぎ方を考えた。アルミホイルシートを使った体温保持体験，プールの水を飲料水に浄水してココアを飲む体験，子どもたちだけでテント設営，地域の方と共に食事作りなどを行った。夜は火を焚き続けることも含め，焚火を囲んで講師の寒川氏から，防災について様々なお話を聞くことができた。
　２日目は，朝早くから二次避難として高台にあるウエルネスパークまで集団移動して，炊き出し訓練を兼ねてうどん作りを行い，食べることの大切さを学ぶことができた。学校へ戻り，ブルーシートと棒を使って，簡易テントづくりの実践で寒さや風雨によって奪われる体温をいかに保つか学習することができた。風も強い日だったので，簡易テントと言っても実際に防げる寒さを体感することができた。
まとめ
　学校防災の研究を通して，小学校が務める役割を改めて感じることができた。防災キャンプは，体育館を高齢者や配慮が必要な方を優先とし，グランドにて避難を行う場合を想定して行ったが，実際に体験しなければわからないことや命を守ることについての意識及び知識が必要なことを，身をもって経験できた。また地域の方々や保護者とも学びを共有することで，鳥沢地区における防災拠点として鳥沢小が担う部分をそれぞれの立場から考え，地域にきずなが深まったように思う。
ⅱ）施設の実情と防災教育（訓練）について（実践報告から）
大月東中学校
１　はじめに
　大月東中学校は，校舎が桂川の河岸段丘の高台に位置し，所在地は土砂災害警戒区域に入っている。今でも現在進行形で河岸浸食により家屋倒壊のおそれがあるとされている。また，学校の統廃合により通学範囲が広がったことにより災害時の通学や，保護者による送迎の困難さも問題となっている。それらも踏まえて，毎年３回～４回の防災訓練を実施している。

２　防災訓練の概要　※指導事項等省略
（１）第１回防災訓練（地震）
　　日時：令和６年４月９日（水）１４：３５～
　　年度初めに訓練を行い事前や事後指導をとおして，避
難経路の確認や防災についての意識の高揚を図る。
（２）第２回防災訓練（引き渡し）
　　日時：令和６年６月15日（土）１０：５０～

土曜参観にあわせて引き渡し訓練を行い，児童生徒をスムーズに引き渡すシュミレーションを行い検証する。
（３）第３回防災訓練（火災）
　　日時：令和６年９月２６日（木）１２：２０～

生徒への予告なし
校舎内調理室から出火，全員校庭に避難
（４）第４回防災訓練（予定）
　　日時：令和７年２月

　　職員・生徒に対しても予告なし
校舎内電気施設から出火，危険なため全員校庭に避難
３　まとめ
・上記の避難訓練を行う中で，反省や検討事項，問題点等があり，全職員で共有した。
・避難時に廊下に並ぶ際は２列で順序関係なく（避難を優先），避難場所へ移動したら番号順に並び変える。また，教師はクラスの列の先頭に。
・緊急時を想定し，普段からそれにふさわしい身だしなみとする。
・災害時にはだれが職員室にいるかわからないので，臨機応変な対応が必要（放送・持ち出し品・指示など）
４　おわりに
　本校では，いまのところ各学級からの避難訓練となっている。いつ・どこで・どのような時に災害が起こるかわからないので，より実践的な訓練を今後考えていきたい。
大月東小学校
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１　はじめに
　大月東小学校は　，ハザードアップによると土砂災害が発生すると，校舎南側1階部分に土砂が流れ込む可能性があり，災害が発生すると，他の場所への移動は不可能である。
また，今年８月に南海トラフ臨時情報が発表され，地震に対する色々な備えも必要となってくる。今年度も以下のような防災訓練を行ってきた。
２　防災訓練の概要(略)
（１）土砂災害対応避難訓練について
目的：台風や長雨の影響で地盤が緩み，土砂災害が発生し，無辺寺方向から校舎内外に土砂が押し寄せてきた時の対応方法を理解すると共に，落ち着いて避難できる能力，態度を育成する。（児童）
土砂災害を想定した避難を実践する。児童の避難状況，指導者の確認体制，および放送等の防災施設の状況を確認し，今後の防災計画の再検討のための資料とする。（教師）
日時：令和６年９月２日（月）10:40～
想定：大月市からの防災無線により，小学校周辺に「土砂災害警報」が発令されたことを受けて，緊急に児童の安全を確保するために避難させる必要がある。（体育館）
（２）地震発生時の避難訓練について
　　①地震発生
目的：基本的避難方法を理解する。避難経路を確認する。
日時：令和６年４月３０日(火)１０：１５～
2 地震発生・予告なし
目的：休み時間に地震が発生した際の対応の方法を理解する。(児童)
　　　　　　 児童の避難状況・指導者の確認体制・防災設備の状況を確認する。
日時：令和６年９月１７日(火)１０：４０～
3 緊急地震速報・引き渡し訓練
目的：南海トラフ地震の警戒宣言を想定し，児童の引き渡しを安全に行えるようにする。
　　　　日時：令和６年１１月９日(土)１０：１５～
３　おわりに
　　上記のような防災訓練を実施し，出された反省をもとに次の訓練に生かしている。今後も色々な訓練を想定し，いざという時の備えが確実なものになるようにしていきたい。
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七保小学校
１　はじめに
七保小学校は大月
市内を流れる葛野川の流域の集落から児童が通う学校であり，所在地は土砂災害警戒区域に入っている。令和６年度にも学校の脇を流れる沢から流れ出た大量のがれきでふさがれ，道に土砂があふれることがあった。しかし，地域の中で土砂災害時の避難場所としては学校施設以外には無く，山の斜面より比較的離れた体育館を避難場所としている。
現在の校舎は，旧校舎に比べて葛野川から高台にあった元七保中学校の校舎である。旧校舎では河川の氾濫に注意が必要であったが，その心配はなくなった。過去，旧校舎に雷が直撃し，校舎の一部が崩落する事故が起きた。現在の校舎には，避雷針が多く設置されている。
２　避難訓練計画（年４回）
第１回　避難訓練　　４月１２日（金）
【想定】９：５０東海沖で震度５（強震）の地震が発生➡１次避難後，校庭に避難し講評を聞く。
第２回　避難訓練　　６月７日（金）
【想定】１４：４５南海トラフ地震臨時情報「巨大地震注意」発令➡保護者へ引き渡しを行う訓練を行った。＊気象庁よりＲ６年８月８日（木）に南海トラフ地震臨時情報「巨大地震注意」が実際に発令され，その後の対応により南海トラフ地震臨時情報「巨大地震注意」発令では，児童の保護者への引き渡しは行わないこととなる。
第３回　避難訓練　　８月３０日（金）
【想定】９：５０東海沖で震度５（強震）の地震が発生➡１次避難後，校庭に避難し講評を聞く。＊８月３０日は雨天のため，９月２日（月）へ延期。
　第４回　避難訓練　１１月２２日（金）
【想定】９：３０理科室より出火し延焼中➡誘導避難後，講評を聞き，大月消防署担当者による火災についての話を聞き，５・６年生が水消火器により消火訓練を行う。
３　おわりに
児童の数も少なく，真剣に訓練に取り組むことができる実態により，スムーズな訓練ができている。次年度の計画では，想定の種類を増やすことや，予告のしかたを工夫するなど，より多岐にわたる訓練を行い，実際の地震の備えとなるようにしていきたい。
猿橋小学校
１　はじめに
猿橋小学校は土砂災害警戒区域になっており，土砂災害（土石流）が発生すると校舎に流れ込

む可能性がある。災害が発生した時は，ただちに２階に避難することや災害発生時には窓やベラ

ンダへの出入口は閉めるとともに避難経路を確保することが大事となる。また，強風により物が

舞い飛ぶことがあるので，窓の近くにはいないなどの訓練も重要になる。ハザードマップによる

と，土砂災害が発生すると校舎・体育館が覆われる可能性がある。それらのことも踏まえて，年

4回の避難訓練を実施し有事に備えた取り組みを行っている。

第１回避難訓練実施について

1  日時　令和６年４月１７日(水)１０時０５分～１０時１５分  

2  ねらい　児童及び教職員の生命・安全保持，集団行動，突発災害に対する冷静な態度と対処，的確な判断さらに真剣に取り組む態度等を指導し非常時に備える。

第２回避難訓練実施について

引き渡し訓練

1  日時　令和６年９月２日（月）１５時１０分～

2  ねらい　保護者の指示のもとに，安全を確かめながら迅速に下校する方法を理解し，実行できるようにさせる。

第３回避難訓練実施について

土砂災害対応避難訓練について

1  日時　令和６年１０月28日(月）１４時４５分～１４時５０分　

2  ねらい　台風や長雨の影響で地盤が緩み，土砂災害が発生し，山側から校舎内外に土砂が押し寄せてきた時の対応方法を理解すると共に，落ち着いて避難できる能力態度を育成する。 

第４回避難訓練実施について

1  日時　　令和６年１１月１日（金）中休み（１０時３０分～１０時４５分）

2  ねらい　休み時間における地震発生に対する行動の仕方を身につける。

２　おわりに　様々な状況を想定した訓練を行っている。より実践的な訓練が行えるよう反省を生かしながら継続した取り組みを行っていきたい。
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猿橋中学校
１　はじめに
猿橋中学校は，校舎が桂川の河岸段丘の高台に位置し，北側の斜面は急傾斜地の崩壊による土砂災害特別警戒区域，体育館の西側の沢は土石流による土砂災害警戒区域と（河岸浸食）に指定され，想定最大降雨による洪水時には河岸浸食により家屋倒壊のおそれがあるとされている。また，生徒玄関は生徒登校後施錠するようにしているが，門扉等はなく，外部からの侵入者などの恐れも抱えている。それらも踏まえて，毎年４回～５回の防災訓練を実施している。
２　防災訓練の概要　※指導事項等省略
（１）第１回防災訓練（不審者）（概要省略）
　　日時：令和６年４月１７日（水）13:55～

（２）第２回防災訓練（土砂災害）
　①目的： 大雨による避難指示が発令されたときの行動の

在り方・自己の安全 
確保について学ぶ。　
　②日時：令和６年６月

　　７日（金）12:15～

　③想定:：大雨で市より避難指示が発令。校舎南館３階4階に垂直避難し天候の回復を待つ。

（３）第３回防災訓練（地震）
　①目的：大地震発生時の行動のあり方・自己の安全確保
について学ぶ。      

　②日時：令和６年８月２９日（木）9:45～

　③想定：大規模地震が発生し，余震等による被害を受け
る可能性があるため緊急に校庭への避難を行う。

（４）第４回防災訓練（火災）（概要省略）
　①目的：火災の恐ろしさを知り，災害時における人命尊重を最優先にする生活習慣を身につける。
　②日時：令和６年１２月２５日（水）8:40～

　③想定： 校舎西側電気施設から出火，危険なため全員校庭に避難する。
３　おわりに
　本校では，１昨年度前にシェイクアウト訓練を行ったが，その後は通常の予告あり・各学級からの訓練となっている。いつ・どこで・どのような時に災害が起こるかわからないので，より実践的な訓練を今後考えていきたい。今までの「教員の指示に従い動く」訓練から，生徒たち自身が「自分の身は自分で守る」意識を持てるような訓練を，生徒・教職員・保護者，学校・家庭・地域で実践していきたい。
　　
ⅲ）タイムラインの作成
大月市においては，災害の発生を前提に「いつ」，「誰が」，「何をするか」に着目して，防災行動とその実施主体を時系列で整理したタイムラインが作成されていなかった。災害時，迅速かつ適切に対応するためには，防災関係機関が連携して災害時に発生する状況を予め想定し共有しておくことが不可欠である。そこで，市の防災担当課，教育委員会と協議し，風水害タイムラインの作成した。研究会で計画的に取り組めたこと，一つ一つの項目について全体で確認しながら作業ができたことは，大変効率的で有意義であった。

Ⅳ　まとめ
３年間，「防災拠点としての学校づくりを目指して」をテーマに，災害時に防災拠点として機能する学校体制と学校の防災体制について研究を深めてきた。

研究の前半には，各校の危機管理マニュアルを比較し，自校のマニュアルの見直しや施設設備の整備に生かすことができた。また，講師を招聘しての学習会を実施し，災害時の備えや日常的な防災教育の必要性，訓練の在り方について学ぶことができた。さらに，昨年度から大月市内小中学校の実践発表を行い，各校の現状や取り組みを把握することを通して，学校に備えておくべきもの，学校として整えておくべき体制，地域と連携する際の動きの確認等，教頭に求められている役割や実情に即した訓練について考えることもできた。
研究の後半には，市の防災担当者等とタイムラインの作成について話し合い，最終的に実態に即したタイムラインを作成することができたことも大きな成果であった。同時進行で各校の現状や課題を報告し，様々な視点から情報を共有したり，討議を重ねたりすることもできた。
災害時における避難所運営方法の明確化等，行政との連携がより一層求められることが予想される中，学校が防災拠点としての役割を果たせるよう今後も施設設備の整備をさらに推進していく必要がある。






【校舎】





【体育館・プール】
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